
 
 
 
 

 

【 ★地域計画策定について★ 】 

　令和 6 年 3 月に和光市新倉八丁目に農地を所有する方を対象に郵送いたしました意

向調査へのご協力ありがとうございました。頂いたご回答をもとに現況地図を作成し、

今後は現況の耕作地図を使って「将来の農地利用を考える話し合いの場」を設ける予

定です。（８～10 月頃に予定しています）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 農薬は適正に使用し、事故を防止しましょう 】 

　農薬の安全かつ適正な使用及び保管管理の徹底を図るため、毎年６月１日から８月

３１日までの３か月間、全国一斉に「農薬危害防止運動」が実施されています。 

●農薬のラベルを確認しましょう 

農薬が適正に使用されないと、農薬が残留する可能性があります。農薬の不適正使

用を防止するため、使い慣れている農薬でも、その都度ラベルを確認し使用記録の

記帳を行いましょう。 

●状況に応じた適切な防除を 

　病害虫や被害発生の早期発見に努め、発生状況に応じた適切な防除を行いましょう。 

　病害虫の発生や被害を確認せずに、定期的に農薬を散布することはやめましょう。 

●農薬を使用しない方法を 

　害虫を捕殺する、被害を受けた枝や葉を切り取る、虫が寄り付かないように網をか

けるなど、農薬を使わなくてもできる防除を優先して行いましょう。 

 

 令 和 6 年  

６ 月 第 ４31 号
 発行：和光市農業委員会・産業支援課 

電話：０４８-４２４-９１１５
だより

地域計画とは？ 

　…農業経営基盤強化促進法により、農地の将来的な利用を明確にす

るため、地域の関係者が話し合いを行い、目指すべき 10年後の農地利
用の姿を決め、具体的な地図を作成し、公表することが定められてい

ます。 
和光市では坂下土地改良区（新倉八丁目）の農地が対象となってい

ます。なお、羽生市などの一部の地区は既に地図が公開されており、

各市のホームページから見ることができます。



【 土砂流出対策に効果抜群！　リュウノヒゲ・タマリュウ配布 】 
　 

豪雨が発生すると、農地から道路に土

が流出して排水溝が詰まったり、隣地

の住宅等に流出し、家屋や設備に被害

を与えてしまうことがあります。 
　二次被害や近隣とのトラブルを防ぐ

ため、今一度農地の状況の確認をお願

いします。 
　産業支援課では土砂流出防止に効果のあるリュウヒゲ・タマリュウを配布します。 

予算の範囲内に限り、先着順で受付けています。（お申込み多数の場合は、数量の

調整などご協力いただくことがあります。） 
電話・窓口で随時承りますので、是非ご活用ください。 

※注文がある程度まとまってからの業者発注になりますので、納品までお時間をいた

だく場合があります。 

 

◎ わこらぼまつりが開催されました 

５月２５日（土）、市役所で「わこ

らぼまつり」が開催されました。 

わこらぼまつりとは、市内で活動す

る各種団体が一堂に集まり、パフォー

マンスを披露したり、制作した作品の

販売などを行う、市民協働のおまつり

です。 

農業分野からは和光市庭先販売組合

が出展。軽トラ市を実施し、採れたて

の季節野菜を販売しました。家族連れ

など多くの方にＰＲできました。 
 

◎ 鳥獣被害について 

一年に一度、「野生鳥獣による農作物の被害状況調査」により前年度中の鳥獣被害

を取りまとめて埼玉県に報告しています。鳥獣被害を発見した場合には、産業支援課

までご連絡ください。 
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